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2022 年度（令和 4 年度） 江井島中学校 学校経営方針 

 

校  訓   自主 ・ 協同 ・ 創造 

めざす生徒像     豊かな心を持ち、自他を尊重する生徒 

自ら進んで、知力・体力を磨き、真理を探究する生徒 

心身ともに、たくましく健康な生徒 

 

教 育 目 標   「誇りを胸に 生きる力を育む」 

～グローバル社会を生きぬくたくましい生徒の育成～ 

重点課題 

学 力 向 上 ・基礎的・基本的な知識・技能の習得、思考力・判断力・表現力の育成 

・主体的に学習に取り組む態度の育成 

・主体的・対話的で深い学びに向けた授業改善 

 

心 の 育 成  ・「人を大切にする心」と「ふるさとを誇りに思う心」を育てる 

   （家族を大切に思い、ふるさと江井島を誇りに思う心）  

・多様な価値観を多面的に理解し主体性を育てる 

       ・正しい知識で正しい判断ができる生徒の育成 

 

開かれた学校 ・地域・保護者への情報発信の充実 

（すぐメール、ホームページ、学級通信、学年通信、学校通信） 

・教職員間の情報共有・共通認識を図る 

・まちづくり協議会・学校運営協議会・ＰＴＡとのさらなる連携  

江井島中学校 ３つの約束 

① 元気なあいさつ   （体） 

② 落ち着いた学校生活 （徳） 

③ 夢をかなえる努力  （知） 



2 
 

 

今年度の主な取り組み  
 

１ 確かな学力の育成      ～学力向上の取組～ 

・「基礎的、基本的な知識技能」の確実な習得に努め、「思考力・判断力・表現力」を育み「主

体的に学習に取り組む態度」を育成し、「確かな学力」を身に着けさせる。 

・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた「授業改善」に取り組む。 

・「少人数授業」の取組を充実させる。 

・一人一台端末等の ICT機器を活用した授業展開を推進する。 

・「数学・英語応援団」「質問日」「演習」の設定など学力補充の取組を充実させる。 

      ・学習指導要領に即して、客観性、信頼性の高い適切な評価・評定をおこなう。 

   ・全国学力・学習状況調査の分析結果を授業改善に生かす。 

 

２ 生徒指導の充実   ～学校・家庭生活の支援と指導の充実～ 

〇 生徒指導 

・「３つの約束」を基盤にした生徒の健全育成に努める。 

・教職員間の「報（報告）・連（連絡）・相（相談）」を徹底し、「組織的な生徒指導体制」 

を再構築する（学年生徒指導担当と全体生徒指導担当との綿密な連携推進）。 

    ・教育的な課題と福祉の課題及び医療の課題を整理し、必要に応じて関係機関（市教委学校教

育課特別支援教育係・児童生徒支援課・市立発達支援センター・明石こどもセンター等）

と連携し、ＳＣやＳＳＷを活用し、生徒理解や家庭への支援を図る。 

    ・家庭・地域（まちづくり協議会、青少年補導委員、保護司、民生委員児童委員、主任児童

委員、コミセン）、保育所、幼稚園、小学校、関係機関（市教委学校教育課、児童生徒支援

課、明石少年サポートセンター、明石警察署生活安全課、明石こどもセンター）との連携

強化に努める。 

  〇 不登校 

   ・不登校予防のため、市教委児童生徒支援課発行資料の活用をすすめる。 

   ・「校内適応教室（ひまわり）」や市教委児童生徒支援課が運営する「適応教室（もくせい）」を

活用した教室復帰や学校復帰の方法を探る。 

   ・不登校生徒や不登校傾向の生徒の家庭との関係を大切にし、ＳＣやＳＳＷを活用し、再登校

や教室復帰に向けて、関係が途切れない方策を組織的にすすめる。 

   ・無理な登校刺激を与えないことに留意する。 

  〇いじめ問題 

   ・「いじめ防止の基本方針」（HPに例年必ず掲載）に従って、いじめ防止に努める。 

    （＊いじめ防止等対策委員会による組織的な対応） 

  ・「いじめアンケート」を行い、いじめの未然防止に努める。 

・日々の行動観察や教育相談の機会を通して個々の課題と丁寧に向き合う。 
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３ 道徳教育の充実        ～豊かな心と道徳性を育てる～ 

      〇教科としての認識について 

・教科化に伴い「授業時数の確保」と「適切な評価」をおこなう。 

・教科書を活用し、4領域 22項目が各学年で必ず、適切に指導できる教育課程の再編成をお 

こなう。（兵庫版道徳教育副読本の活用（6単位時間）を含む。） 

・多様な考えにふれ、自己の考えを深める対話による授業をすすめる。 

〇教育活動全体をとおして 

・生命に対する畏敬の念を培い、「豊かな心」を育み、未来に向けて主体的に人生や社会を切

り拓く人づくりとしての道徳性を養う。 

・体験的・実践的な活動をとおして、人間としてよりよく生きるための基本的な心構えや行動

について学ぶ。 

 

４ 特別活動・体験活動の充実    ～主体性を育て人間関係の滋養を図る～                                     

・生徒の主体的な活動と豊かな人間関係を育む学級・学年・生徒会活動をおこなう。 

・系統的な兵庫の体験教育を基盤として、「わくわくオーケストラ」、「スキー実習」、「ト

ライやる・ウィーク」、「修学旅行」をとおして、3年間で集団と個人を育て、主体性を育

み、互いの人間関係を構築し、達成感や成就感を味わわせ、帰属意識を育てる。 

  

５ キャリア教育・進路指導の充実    ～勤労・職業観の育成と自己実現～                    

   ・「キャリアノート」を活用し、生き方の学習としてのキャリア教育をすすめる。 

   ・「キャリア・パスポート」を作成し、高等学校に引き継ぐ。（令和 2年度末より） 

  ・「トライやる・ウィーク」推進事業を望ましい勤労観・職業観を育てる活動として、認識し、

取り組む。 

      ・進路指導においては、将来の自分の姿を思い描かせること、情報の取捨選択を促すこと、目

標に向かって努力させること、現実と向き合う力をつけさせること等により、生徒自らが主

体的にふさわしい進路選択ができるように計画的にすすめる。 

 

６ 特別支援教育の推進      ～自立への支援と生きる力の育成～ 

   ・全校に導入されたリタリコプログラムに即して、個別の指導計画、個別の支援計画を作成し、

学習指導の充実、適正な就学指導を図る。 

   ・校内特別支援教育委員会や特別支援教育コーディネーターを中心に、推進状況の啓発や改善

に努め、全教職員による支援体制を充実させる。 

   ・通級指導教室（たんぽぽ）を活用し、自立活動やソーシャル・スキル・トレーニングを積む 

ことで、安定した学校生活や集団活動を支援する。 

   ・通常学級においては、特別支援教育指導員の支援を得つつ、個別の支援が必要な生徒の支援 

体制の充実を図る。 

   ・特別支援教育コーディネーターを中心にした小学校との情報連携を推進する。 

   ・特別支援教育コーディネーターを中心にした保護者との連携を推進する。 
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   ・個別の状況に応じて、ケース会議を開催するなど、関係機関（市立発達支援センター・県立

こども発達支援センター・市教委学校教育課特別支援教育係・明石養護学校・明石こどもセ

ンター・明石市民病院・あかしこころのホスピタル等の医療機関など）との連携・協力体制

を構築する。 

 

７ 総合的な学習の時間の充実   ～問題を解決する資質や能力の育成～ 

   ・ＳＤＧＳの理念を踏まえ、「未来安心都市あかし」について、学習を深める。 

   ・「総合Ⅰ」では、教科指導と連動し、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考え深める資

質・能力を横断的・総合的に育成する。「1 年生：感性を磨く」「2 年生：基礎学力の定着」

「3年生：言語能力や情報処理能力の定着」を計画的にすすめ、「知識及び技能」「思考力・

判断力・表現力」「学びに向かう力、人間性」を 3年間で培う。 

    （1 年：総合芸術（音楽・美術） 2 年：総合数学 3 年：総合技術（情報）・総合国語 と

して実施 ） 

   ・「総合Ⅱ」では、探究的な見方・考え方を主体的・協同的に取り組みお互いの良さを知りな

がら社会に参画する態度を養う活動を横断的・総合的に行う。 

    （1年：地域活動・幼中交流・ＳＳＴ、2年：福祉・進路、3年：進路 をテーマに取り組む。） 

 

８ 健康教育の推進  ～規則正しい生活習慣と健康管理の徹底～       

      ・自分の健康を管理する能力を養うとともに、薬物乱用防止等への意識を育てる。  

・発達段階に応じた性教育をゲストティーチャーなどの活用を通じて計画的に推進する。 

・ＬＧＢＴＱ＋・ＳＯＪＩＥについて、機会をとらえて共生の意識を持たせる。 

   ・保健室を活用した心身共に健全な育ちを支援する体制を研究・推進する。 

   ・保健室と職員室の情報共有及び情報連携、行動連携を研究・推進する。 

 

９ 防災・安全教育の推進  ～危機管理意識の醸成と安全指導の徹底～ 

・「危機管理マニュアル」による安全指導をすすめる。 

   ・「避難訓練」を実施し、「シェイクアウト訓練」、「Jアラート訓練」等を活用して防災意

識を育てる。 

   ・「阪神・淡路大震災」の記録と記憶を風化させない取組を充実させる。 

   ・自然災害大国日本において発生した「東日本大震災」、「西日本豪雨災害」、「熊本地震」

などの大規模自然災害について、主体的に関心をもつように日常から啓発を行う。 

   ・校外学習（修学旅行を含む）において、地域に関連する防災史跡や防災拠点を活用した防災

及び減災教育の充実を図る。 

 

10 食育の推進      ～正しい食の知識と喫食の定着～ 

    ・正しい食の理解を深める食育指導を横断的にすすめる。 

   ・給食委員会を中心に円滑な運営とアレルギー対策をすすめる。 

   ・残食ゼロを目指した啓発活動や配膳方法の工夫を図る。 
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   ・学校給食課、東部給食センター、栄養教諭と連携した食育指導を推進する。 

 

11 読書活動推進の充実   ～学校生活に根差した読書活動の定着～ 

  ・学校図書館司書（市費負担職員）を活用し、図書室の整備と活性化をすすめる。 

   ・図書委員会を中心に生徒のニーズに応じた図書の充実をすすめる。 

   ・図書室を活用した授業の進め方を研究・推進する。 

   ・朝の読書活動の充実を図る。 

   ・ビブリオバトル（書評合戦）など、新しい指導や技法の研究推進を図る。 

 

12 教育環境の整備          ～心やすらぐ環境づくり～ 

      ・清掃の行き届いた清潔感のある学校づくりに努める。 

      ・掲示物・花や植木等にも気持ちを配り、心を豊かにする環境づくりをすすめる。 

   ・生徒会の古紙・アルミ缶回収活動やため池などの地域の自然環境等を題材に、横断的・総合

的な学習を推進する。 

   ・教育予算の計画的な実行により安全で安心な教育環境を整える。（教室内生徒ロッカーの新

調：令和 2年度より年次計画で実施） 

   ・運動場東側バックネット周辺及び南側の排水溝周辺の整備を図る。 

 

 13 家庭・地域との連携      ～開かれた学校づくりと信頼関係の構築～ 

    ・すぐメール・ＨＰ・学級・学年・学校通信による情報発信を積極的にすすめる。 

   ・まちづくり協議会と連携・協力し、双方向の情報発信と信頼関係を維持発展させる。 

   ・資料室を活用し、幼小中が連携してコミュニティ・スクールを推進する。 

   ・学校規模の縮小に伴い、ＰＴＡとの連携協力体制の再構築をすすめる。 

・スマートフォンや携帯電話利用にかかるＳＮＳの誤った使用による犯罪やいじめ防止の啓 

発活動を警察等の専門機関・ＰＴＡ・地域と連携して実施する。 

 

14 教職員の資質の向上      ～研修の充実と意識改革～ 

   ・一人一人が自主的･主体的に研修に取り組む意欲をもった教職員集団を目指す。 

      ・ノー部活デー・ノー会議デー・定時退勤日の着実な定着を図り、学校における働きかた改革

の優先事項として、勤務時間の適正化を推進する。 

      ・社会に開かれた教育課程（学校）を前提として、なおかつ、これからの教育の社会的ニーズ

を把握し、教育課程の再構築を進め、未来の学校に必要とされる資質能力（ＳＤＧＳ／ＬＧ

ＢＴＱ＋／ＳＯＪＩＥ／授業力／生徒指導／進路指導／コンプライアンス／情報処理能力

／カウンセリングマインドを活かしたカウンセリング技法やＳＳＴ（ソーシャルスキルトレ

ーニング）の習得／コミュニケーション能力の滋養など）の自己研鑽に努める。  
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【参考：明石市ホームページより】 

最近テレビや新聞で、「LGBT」など多様な性についての情報が取り上げられる機会が増えてきまし

た。 

「性のあり方」は、一般的に言われる「男性」「女性」という 2 通り以上にもっと多様であるとい

う考え方が広がってきています。 

身体の性別、自認する性別、好きになる性別、表現する性別などの組み合わせによって、一人ひと

りの性のあり方は異なります。異性が好きな人、男女で結婚する人、性別に違和感を持ったことがな

い人なども含めて、性の多様性はすべての人に関わると言えます。 

 明石市では、すべての人が大切にされるやさしいまちづくりの中で、どんな性のあり方も尊重され

る、「ありのままがあたりまえのまち」を目指して取り組みを進めています。 

 性の多様性について考える上ではさまざまな用語が使われますが、明石市では基本的な用語として、

「LGBTQ+」と「SOGIE」の 2つの言葉を用いています。 

 

LGBTQ+（読み：えるじーびーてぃーきゅーぷらす） 

性の多様性において数が少ない人である「性的マイノリティ」の総称の一つ。 

下記の言葉の頭文字を取っています。LGBTQ+の人口規模は約 8％との調査があります。 

（出典： 「連合 LGBTに関する職場の意識調査（2016）」では 8.0%、「電通ダイバーシティ・ラボ LGBT

調査 2018」では 8.9%） 

 

 L  Lesbian レズビアン   女性が好きな女性。女性同性愛者。 

 G  Gay ゲイ  男性が好きな男性。男性同性愛者。 

 B 
 Bisexual 

 バイセクシュアル 
 男性も女性も好きになる人、または好きになるのに性別を問わない人。 

 T 
 Transgender 

 トランスジェンダー 

 生まれたときに割り当てられた性別と性自認が異なっている人。性自認

が男性、女性に二分できない Xジェンダーも含む。  

 Q 

 Questioning/Queer 

 クエスチョニング/ク

ィア 

 ・クエスチョニング：自分の性のあり方について「わからない」「迷って

いる」「決めたくない」など。 

 ・クィア：性的マイノリティを包括する言葉。元々は「変わった、奇妙

な」という意味で同性愛者を侮蔑する言葉だったものが、当事者が前向き

な意味で使いだした経緯がある。 

 +  プラス 
 最後に「＋」がついているのは、性はとても多様であり、上記以外にも

たくさんの性のあり方があることから、包括的な意味を持たせるため。 
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SOGIE（読み：そじー）   

下記の言葉の頭文字を取っていて、性の多様性を表す際に使われます。 

SOGIEは、LGBTQ+だけでなくだれもが持っている性の要素です。これらの要素の組み合わせで性の

あり方が決まる、と考えることができます。 

 SO 
 Sexual Orientation セクシュアル・オリエン

テーション   
 性的指向。好きになる性別。 

 GI 
 Gender Identity ジェンダー・アイデンティテ

ィ 
 性自認。自分の性別についての認識。 

 GE 
 Gender Expression ジェンダー・エクスプレッ

ション 

 性表現。服装や髪形、一人称など性別につい

ての表現。 

 

LGBTQ+は「どんな人」であるかを表すのに対して、SOGIEは「性の要素そのもの」を表していると

いう違いがあります。 

「どんな人」 ――― 「要素」の対応例： 

 LGBTQ+の人、LGBTQ+でない人 ――― SOGIE 

 男性、女性 ――― 性別 

 黒人、白人 ――― 人種 

 

 明石市が推進しようとする性の多様性への理解とは、LGBTQ+の方々に対する差別や偏見をなくし、

生活上の困難を解消していくことを目的とするものです。 


